"Diary of Richard Cocks", Translated into Japanese (2) by 武田 万里子 & 森 睦彦
リチャード・コックス日記(Diary of Richard
Cocks)試訳(2)1616年1月から3月まで
著者 武田 万里子, 森 睦彦
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 22
ページ 137-165
発行年 1970-03-20
URL http://hdl.handle.net/10114/10198
（１一六一六年一月一日〈縦剛一一年一一卵一一一一一一甲）
オジアンダー号の船長ジョン・ハント］ロ・・国口員君はいまだに
いら立っていて（来日以来ずっとそんな様子だが）、都から戻って
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
（
武
田
・
森
）
前号に続いて三か月分を掲載する。原稿作成は前回同
様、本学大学院博士課程の演習の教材として、岩生成一
教授のご指導のもとに行なったものである。
前号分に各位から諸般のご教示を賜わったことに深く
感謝の意を表する。出来る限り本稿およびこれ以降に生
かす所存であり、今回にも変らぬご鞭捷をいただきた
い。本稿に関して、火砲については有馬成甫博士、郷土史
関係は楢崎豊市猶興館高校教諭、語学面では藤島昌平工
学院大学教授のご指導をいただいたことに厚く御礼を申
し上げる次第である。なお原本は村上本を使用した。
リチャーード・コックス日記巨胃］・冷害宮ａｎ・・丙の
Ｉ
ニ
ハ
一
六
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
Ｉ
以来ずっと病気で床についている（その主たる原因は手に負えた
（２）
い船員たちにあると私は確信するのだが）キャプテン・コピンド
ールに手紙をよこし、明日上陸して真諭の滑車と大砲の弾丸の鋳
造について指示するが、これは砲手はおろか彼以外の入念は誰も
砲弾についての知識がないからだと云ってよこした。しかし、私
に言わせてもらえば、実際にその通りか否かは疑がわしい。私は
ただ以前に彼におだやかに、我戈を雇用している本社の役に立て
るよう、上陸して右の件につき助力してほしいと言っただけであ
る。オランダ人が年を次から次へと弾丸、火薬、大砲、食料、軍
需品を満載した船を航海に出しているので、私もこれらの事柄に
つき本社に対して多少の意見を言って、それらの見本に値段をつ
けて送ろうと思ったからである。しかし、船長が自分以外の誰に
も権限を与えないので、他の人友が身を引いているのだと見受け
られる。私にはそれが、自分以外の人灸を見下し、他の人を左窮地
におとそうとする彼の狡滑さのせいかどうかはわからない。いず
一三七
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森
睦
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試訳
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れにせよ、会社の仕事は未処理のままである。実際、私はここで
神と世間の前で告白するが、彼らほど手に負えない船員を見たこ
（３）
とがない。同じように悪質であるとは言陰え、クロープ号の船員よ
りもはるかに悪質である。
昨夜遅くジョン・シェパードという男がやって来た。彼は給仕
だと聞いているが、実にごまかしの多い男で、賃金にふさわしい
程の人間ではない。また乱暴な男で怒りっぽく、舌先三寸で船長
を周囲の人戈と不和にし、他の船員と同様に飲んだくれである。（４）
夕
食
時
に
な
る
と
再
び
台
所
に
や
っ
て
来
て
コ
ッ
ク
と
口
論
し
た
の
で
、
オ
スタウィック君に彼を商館から追い出して船に乗せるように頼ん
だところ、オスタウィック君に襲いかかり、背中から衣服をはぎ
取ったりして迷惑をかけたので、私は彼の足を冷すため明朝まで
足棚をはめることにした。
一月二日
（５）
私はジョルジュ・ドゥロイスに一○○ないし二○○本の獣脂蝋
（６）
燭を買って持参するよう手紙を書いた。マープィソガは今日新しい
住居に入った。通訳ゴレサノ○日の園目は店すなわちショールー
ムを管理するために妻や家族と共に通りの向うの英国商館の持家
に引越して住永込んだ。
一月三日
今朝は大雪で大変寒い。日本に来て以来一番の大雪で、一日中
強い北風が吹ぎすさび、西から雲が風に飛ばされて来て、雪は日
中は時にはげしく降ったが、夜分はほとんど降らなかった。平戸
侯の大坂の宿所の主人が再びやって来て無花果を鍬やげにくれ
一三八
た。彼は今自分の家へ帰るところだと言い、前の住家は持物全部
と共に戦争で焼失したが、新しい家を建てるために平戸侯も領内
の武士たちも彼に充分な報酬をくれたのだそうだ。それでキャプ
テ
ン
・
コ
ピ
ソ
ド
ー
ル
や
他
の
人
戈
と
も
相
談
し
て
、
あ
と
か
ら
彼
の
宿
あ
（７）
てに丁銀五匁と米一俵五一ガン卜入りの、屯のを贈った。
鋳物師に次の品戈を、他のものを作る型見本に手渡した。ボー
（８）
（９）
ト用の真鐡の滑車一個、セイカー砲の九弾一個、セイカー砲の長
（、）
（ｕ）
弾一個、ミニオン砲の十字弾一個、種だの真鐡製品五個。また一
個三五あるいは一一一六斤の真鈴の大滑車五個、より小型の．もの五
個、ポート用の同じ大きさのもの三個、それより大、きめのもの二
（、）
個、数種の真諭製ロ叩一○○斤等の勘定を取り決め、材料は鋳物師
が全て準備し、でき上がりについては全品一様に一○○斤あたり
一二○匁支払うことにした。またセイカー砲の砲弾一○○個、う
ち半分は九弾で、もう半分は十字弾。ミーーオソ砲の砲丸一○○
個、半分は九弾他は十字弾。セイヵー砲の長弾五○個。以上はす
（⑬）
ぺて鉄製で出来あがり値段は一ピコすなわち日本の一○○斤あた
り一四匁と決めた。私はこれらを古い砲弾と滑車それぞれに見合
うように発注したが、ごく大ざっぱにしかできなかった。船長の
ジョン・ハントが私の頼みや手紙にも、キャプテン・コピンドー
ルの呼び出しにも応じず、英国商館に再び足を踏み入れることを
拒んで、指示を与えに来てくれなかったからである。この狂気じ
みた船長ジョン・ハントには私は大いに言い分があるが、他の人
間に言ってもらうことにした。
（皿）
支那甲必丹のアソドレァ・一プィティスは自分の小さい娘にこの
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寒さに備えてストッキング、つまりブーツを一足作ってやるため
にピンクの大巾羅紗を少を買った。
また薩摩の海岸で嵐のため破船し、支那甲必丹の許へ助けを求
めに来た三人の気の毒なシナ人に、一俵五○ガンタ入りの米三俵
を与えた。支那甲必丹は彼ら各灸に米一俵と銀一○匁を与えてい
る。私はよく考えた末、全員一致によって彼ら各々に上記のよう
に米一俵を与えた。
ド
ー
リ
ン
ト
ン
君
が
夜
お
そ
く
英
国
商
館
に
来
て
、
船
の
帆
柱
は
綱
を
巻
いて補強してあり、傾船の用意が出来ていると私に伝えるように
船長が彼をよこしたと言った。
一月四日
（巧）
私
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
行
き
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ヅ
ク
ス
に
、
以
前
に
好
意
的
に
約
束
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
英
船
を
傾
船
さ
せ
る
の
に
力
を
貸
し
て
人をよこしてくれるように頼んだ。彼は気持よく同意してくれ、
〔巧）
大
船
と
ジ
ャ
ン
ク
の
船
長
た
ち
を
呼
び
に
や
っ
て
、
彼
ら
や
他
の
人
女
に
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
我
戈
を
助
け
る
よ
う
言
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人々はキャプテン・スペヅクスの呼び出しですぐ集まり、彼が命
じた通りに働いてくれた。しかしハント君は狂気Ｕぶて、英国商
館
に
は
決
し
て
行
か
な
い
と
言
っ
て
よ
こ
し
た
。
彼
の
こ
う
い
う
状
態
は
（Ⅳ）
ここでだけでなく、パターや他のどこでも同様だったと皆口々に
言った。それで私は船に行き彼らが船の竜骨を上に向けるのを検
分した。しかし水がざあつと船窓やそこかしこから流れ込んで来
たので、人倉は船をより良い状態に填隙するため、再び水平にし
なければならなかった。私はハント君に、たとえ彼が上陸しない
リチャード・コックス日記（武田・森）
と
伝
え
て
来
て
も
、
自
分
は
こ
う
し
て
船
に
尋
ね
て
来
て
い
る
の
だ
と
言
い、今後も私が招いた時には来てくれるように、さもなければ連
れに来させると言った。また彼にジョン・シェ．〈－ドを館員の食
ぺ物を調理するため上陸させてほしいと頼んだ。彼は最初断わっ
たが、あとから彼をよこした。
（泊）
ザンザパー、つまり安右衛門殿は英国商館に私を尋ねて来て、
糸やげに密柑と酒一樽を持参し、船を降ろすのを助けるよう仁と
二人の男をよこしてくれた。
一月五日
ザンザバーの小さい娘が私を尋ねて来て、段やげに酒、密柑、
卵
、
料
理
し
た
魚
を
持
参
し
た
。
ま
た
、
現
在
我
だ
の
近
く
に
住
ん
で
い
る都の老人が贈り物に提重箱をくれた。彼の名は伊藤与吉岸◎
目。、巳呂の殿である。
（四）
法印様の息子三五郎様と唐津の重臣の息女との婚約が今日整っ
た。
（卯）
仕上げのため古い綱具すなわちロープ二一○斤を解雪）に出し
た
。
五
○
斤
は
ド
ミ
ン
ゴ
ロ
・
巨
温
・
に
、
一
六
○
斤
は
シ
ナ
人
う
ん
官
ロロロロ目に。
一月六日
唐津の主膳殿は屏風一双を借りに人をよこした。彼は年収を五
（皿）
○○石から一○○○石に加増してもらったので、平一戸侯を正餐に
招いていたのである。
キャプテン・スペックスはディルク・デ・フリースや他の人欠
と英国商館にいとま乞いに来た。大船の航海準備が出来たからと
一三九
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いうことだった。彼らは我念のところへ来る前は平戸侯の許にい
（麹）
て、大分酩酊の様子である。彼らは平一Ｐ侯に五○賃目にも値する品
を贈ったという話だが、これは信じ難い。いずれにせよ彼らは運
（鰯）
ぴ込んだ捕獲物、およびモルッカ諸島へ行くための弾薬、食料、
人数を運び出す許可状などに見合う相当のものを贈ったことがあ
るというわけだ。
一月七日
オランダの大船エソクホイゼン号は川内浦に向けて出帆した。
平
戸
侯
が
同
様
の
目
的
で
多
く
の
船
を
出
し
た
よ
う
に
、
私
も
船
に
一
六
人
の
こ
ぎ
手
を
乗
せ
て
、
同
船
を
曳
い
て
港
外
へ
出
す
の
を
援
け
に
出
か
け
た。私は酒一一樽、にわとり三羽、あひる二羽、魚一一一尾、新しい．ハ
ンニ○個、密柑一電を持って行き、旅の無事左祈って乾杯した。
カ
タ
ギ
キャプテン・スペヅクスは喜んで、通訳を日本気質であいさつに
よ
こ
し
た
。
ザ
ソ
ザ
バ
ー
の
妻
の
兄
弟
と
彼
女
の
父
親
も
船
に
乗
っ
て
来
て
、
我
犬
の
通
訳
ジ
ョ
ン
・
ゴ
レ
サ
ノ
と
仲
直
り
し
た
。
一月八日
我
犬
は
以
前
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
と
我
戈
の
鉛
全
部
に
つ
き
一
○
○
斤
六
○
匁
の
値
を
決
め
て
い
た
。
し
か
し
今
あ
る
日
本
人
が
一
○
○
斤
六
五匁出そうと申し出ている。彼は我々に半分売ってもらえば満足
だそうだ。
私
は
長
崎
か
ら
三
通
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
一
通
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥロイスからで一本七匁の飾り衿一六本を添えてあった。一人の
老シナ人が私にシナ菓子を贈り物に届けてくれた。
一月九日
一四○
昨夜一○時ごろオランダ商館から四人のポルトガル囚人が逃走
し、のがれて長崎に行ったと思われる。
安右衛門殿は、彼の手の者が一人都から来て、上方ではひどい
悪天候で、七○隻から八○隻の船がそのため漂流したと報告した
と語った。大坂と対馬へ行かせた我交の船について良い知らせが
得られんことを。
一月一○日
逃亡したポルトガル人のうち三人は平戸侯が追わせた手の者た
ちに見つけ出され、再びオランダ人の許へ連れ戻された。
ザンザバーの妻の兄弟の儀左衛門○冨日・ロ殿が私に贈り物
として、かも三羽を持参した。彼は、八○隻の船が最近ここと下
関の間で難破し、そのほとんどが米を積んでいたという話が藩主
の耳に達したと語った。商品を積んで送った我犬の船に神の加護
の
あ
ら
ん
こ
と
を
。
一月一一日
平戸侯が将軍様の許へ出発する用意が出来たので、贈り物を整
（四）
唱えてその許に贈り、私はニールソン君とオスタウィック君を連れ
て
あ
と
か
ら
行
く
こ
と
に
し
た
。
贈
り
物
は
象嵌入鳥銃
二丁
（顔）
一コルジニ○レアルの白天塗一木綿
五反
（妬〕
一コレジ一五レァルの青バイラム布
五反
（”）
一コルジーニレアルの赤セラ布
五反
（躯）
ポ
ラ
ル
あ
る
い
は
フ
ッ
ク
・
チ
ャ
ダ
ー
布
五反
（羽）
カンバャ産チャダー布
五反
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バ
ッ
ク
シ
ョ
ー
布
五反
平戸侯はこれらの贈り物をねんごろに受け取り、自分は将軍様
の許に行くが、我戈の望承は何んでＪもかなうように家老に言い置
いて行くから、何なりと言うがよいと一一一一口ってくれた。この贈り
（、）
物は今日届けた。昨日総右衛門殿が来て、平一戸侯の借りている金
額はすぐ支払うようにしたいが、証文はいくらになっているかと
尋ねたからである。それ故、支払いがすむ前にこの贈り物を届け
に行った方がよいと思ったわけだ。さもないと金を支払った礼に
贈ったと思われるかも知れず、あるいはことによると平戸侯は金
子を支払う際に、かつてオランダ人がかなりのものを贈ったこと
Ｊもあるので、より多額の贈り物を期待するかも知れないからであ
る。だが平戸侯は贈り物を気持よく受け取ったようで、手づから
軽食をすすめてもてなしてくれた。
｜月一四日
（犯）
オランダ人がシャムへ送ったジャンクが逆風で薩摩の片浦港に
着き、航海は出来なかった由、キャプテン・スペヅクスあてに手
紙が来た。
私は鋳物師に真諭滑車その他と大砲の砲弾の手付金として丁銀
五○○匁を支払った。オジァンダー号で送るために彼が鋳ること
になっている品である。二名の鋳物師の名は善兵衛］の日亘・殿
と肋五郎ｍ８ｐｍのＨ・殿である。
江戸から数名の日本人の侍が来て、英国商館へも寄り、我戈の
（銅）
手持ちの商品を見たが何Ｊも買わなかった。彼らの話によると将軍
様は日本中の大名（殿）を江戸仁来させて七年間滞在させ、妻女も
リチャード。コックス日記（武田・森）
共に移させて名を夫と別にして住まわせ、将軍様の家来を常に彼
ら一人一人に付けて、何がおこるかを見聞きさせるようにしよう
としているそうだ。これは将軍様が大名の謀反を防ぐためにする
ことで、大名の息子や親類ではなく大名自身の江戸在住を命じた
ものである。
一月一五日
（瓢）
私は江戸の商人藤右衛門殿目・］囚日・ロに託して同地のイート
ソ君あてに手紙を書き、六日前にもう一通出していることを報
じ、さらに次の品を送った。
（躯）
彼の宿主へ煙草一○斤、一斤二匁三分のロ叩
宿主の妻へ卵一一一三個、一匁九分五厘
彼自身へ煙草一○斤、値は右に同じ
彼自身へ博多織の組紐二本、一本三匁
同時にウィッカム君には出来るだけ急ぐように、キャプテン・コ
ピソドールとニールソン君の具合がとても悪いから、と知らせた。
一月一六日
オジァンダー号の事務長ローランド・トマスが酔っぱらって高
級船員のドーリソトソ君やコックのジョン・コクラ、商館の下僕
たちを打った。
一月一七日
今日、大炊殿から平戸侯の用人の利兵衛閃の浄。①ロ殿を通じて、
三賞五七○匁の丁銀を藩主の返済金の一部として受け取った。
一月一八日（躯）
今日我有はトメー日・日◎殿や他の人灸とビスケットの精算を
一四一
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し、次のように計量した。
〔釘）
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
ヘ
ニ九○斤
シャム航海のために
五五六斤
オランダ人への贈り物に
一○斤
オジアンダー号用に
三八○六斤
総
計
四六六二斤
夜の間に船員二人が英国商館から少しの所にある丘の上で剣を
抜いて争ったという知らせがはいった。私はそこで船長のハント
君とオスタウィック君と共に出向き、彼らが砲手のジョン・クロ
ー
と
平
船
員
の
ジ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
双
方
と
もに酒に酔い、ドライバーが額に傷を受けたほかは負傷してはい
なかった。それで私は両名に習朝まで足柧をはめさせておいた。
一月一九日
対馬の宿主が英国商館へ来て、胡桃と朝鮮絨毯（毛蟹）をみや
げ
に
く
れ
た
。
彼
は
胡
椒
の
売
上
げ
代
金
の
支
払
い
に
あ
て
る
た
め
、
売
る
品を持って来たと言ったが、これは、私が金を取りにやったシナ
（鍋）
（調）
人二官が明らかにしたように、彼が受け取った同地の金子の質が
悪かったためで、一貫二○○匁受け取るのに際し五貫目以上返し
たという。
オジアンダー号の高級船員ドーリントン君は訳のわからないこ
と
を
し
ゃ
べ
っ
て
気
が
違
っ
た
よ
う
な
様
子
だ
が
、
私
は
彼
が
そ
ん
な
ふ
り
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
こ
の
船
で
来
た
連
中
は
す
ぺ
て
ど
こ
か
お
か
し
い。実際私は彼ら船員のうち誰一人として賞讃することが出来な
い。
一四二
オランダ人は夜おそく小船と商館から八発あるいは一○発の祝
砲を打ち上げた。理由は不明だが、ジャンクが出帆したか、彼ら
が喜ぶような－ニースを聞いたかであるとは考えられる。
一月二○日
（釦）
私はパンタムのキャプテン・ジャーデンあてに、オジアンダー
号が今月末までに準備が整い、オスタウィック君はこちらにとど
まることになっていること、その他の出一米事を手紙に書き、キャ
プテン・スペックスに託してエンクホイゼン号で送ってもなうこ
とにした。私はオランダ商館に行き、キャプテン・スペックスに手
紙を渡した。彼は昨夜オランダ人が祝砲を上げたのは、平戸侯が
江戸へ行く前に彼らの所へ別れの杯をくゑかわしに来たためと、
（虹）
大
船
と
ジ
ャ
ン
ク
が
お
そ
く
と
も
七
、
八
日
の
う
ち
に
バ
ン
タ
ム
ヘ
向
け
て
出港する用意が出来たためであると言った。彼はまた私が得た報
告にあるような、オランダのジャンクが薩摩へ着いたことに関す
る手紙は受け取っていないと言った。
一月二一日
私は二六○レアルをシナ貿易の役に立てるため、他種の銀貨に
換えてくれるよう支那甲必丹アンドレア・ディティスに渡した。
〔⑫）
また同時に彼に英国から来たレアル・オブ・エイト一袋、英国銀
貨にして一○○ポンド、すなわち五○○レァル入りのものを同じ
目的のために渡した。その両方の金額分の精製された銀をオジア
ソダー号で送るように彼が運んで来ることになっている。これは
シナの貴紳たちに当地の精製した銀を贈るよりも、この銀貨すな
わ
ち
レ
ァ
ル
貨
を
英
国
か
ら
来
た
も
の
と
わ
か
る
よ
う
に
し
て
贈
ろ
う
と
思
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ったからである。支那甲必丹は直ちに銀にして返させるべくこれ
らのレァル貨を親類の二官に送った。
ジョン・オスタウィックはニールソソ君と外出し、少支度を過
して酒を飲んだ。ニールソン君の具合はあまり良くない。それな
のにジョン・オスタウィックは人右の比較をし始め、自分以外は
誰一人も能力を認めなかった。彼はうぬぼれの強い高慢な青年と
いうよりほかない。私自身はまだ経験がないが、キャプテン・コ
ピソドールの報告によるとそのようである。
（網）
夜遅く、我犬が床に入ったあと、平一Ｐ侯の番衆が藩主の用とし
て我々のポートすなわち早船を借りに人をよこした。私は貸し与
えた。小ジャンクがかなり破損して支那甲必丹の許へ戻ったが、これ
は約束通り修理しなければならない。それがないと英船を傾船さ
せることが出来ず、今年の季節風を逃してしまうかも知れないか
らである。
一月二三日
私は新年用の品戈を整えるためマティンガに丁銀六○匁を与え
た。またボーイのドミンゴに衣類を買うように二一匁の丁銀を与
えた。ジョン・ゴレサノに六九匁分の品の精算をした。
自分用の靴とスリッ。〈四足
一○匁
同
銀
つ
ま
楊
子
一
本
二一匁
（“）
備中国の①・ず。用の足袋二足
三匁五分
備中の靴紐
八分
備
中
の
靴
一
足
四分
リチャード・コックス日記（武田・森）
一月二四日
私は支那甲必丹のアンドレア・ディティスに丁銀五○○匁を、
英船オジァソダー号の傾船のために貸してくれたジャンクの修理
代
に
支
払
っ
た
。
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
は
そ
の
ジ
ャ
ン
ク
を
破
損
し
痛
め
た
の
（妬）
で、大工は修理費として一貫目を請求していたのである。大御所
様がなくなったという一ニースが街に流れた。しかし私はこれは
一四三
備
中
の
箪
笥
の
鍵
一匁二分
ジェフリー］①【庁の］の足袋二足
三匁二分
同
靴
紐
八分
同
靴
一
足
四分
内
匠
へ
贈
っ
た
酒
二
樽
と
魚
八匁四分
靴屋の息子にバラの代金として
一匁
川内浦の漁師に
一匁
マティンガの家の畳二○枚
二四匁
都
へ
送
っ
た
煙
草
二
○
斤
一
斤
二
匁
三
分
四六匁
イ
ー
ト
ン
君
へ
の
博
多
織
の
紐
二
本
六匁
煙
草
加
工
用
の
ご
ざ
七分
計
一
二
八
匁
四
分
マ
イ
ナ
ス六九匁（ゴレサノに精算）
残
高
五九匁四分
残高五九匁四分はニールソン君が彼に支払い、私の勘定に付け
てある。
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作り話で、人六がこの事をどのように受け取るかを見るために流
されたのだと思う。要するに老人というものは狡滑なものであ
る。
一月二五日
（梱）
ダミァン・マリソとフワソ・デ・リエパナは英国人とオランダ
人との比較で口論した。ダミァソはオランダ人の肩を持ちフワソ
は英人の肩を持った。
一月二六日
平戸侯は総右衛門殿、スクラャモソの胃旦四日・ロ殿、その他
の人灸を、二、一一一○賞目ほどの品物を一度に買わせるために我犬
の商館へ下見によこした。そこで我灸は全商品の見本を見せて値
を
つ
け
た
。
し
か
し
彼
は
た
だ
一
○
○
斤
六
○
匁
の
胡
椒
、
一
反
一
○
レ
ア
（〃〕
ルの天塗一木綿、一反九匁のパックショー布、一反九匁のポレル
（岨）
布、一反八匁五分の羅紗、一反四匁のマコイ・チャダー布が気に
入っただけだった。また彼は支那甲必丹に、都に行く前に明日か
明後日、商館に私を尋ねるつもりだと語ったという。
一月二七日
キャプテン・スペヅクスが来て、パンタムに行く英船に邪魔に
ならない程度に出来るだけ多くの黒檀を積んでほしい、そうして
くれれば我犬がよいと思うだけの運賃を支払うと願った。彼は私
に諸白一樽と砂糖づけ四箱を届けて来た。
平戸侯は明朝朝食に来るつもりだと伝言をよこした。そこで私
は最高の食事の用意をし、支那甲必丹は塩胡椒で調理した鶴二
羽、総右衛門殿は密柑一電を送って来た。
一四四
トメー日ＯＢの殿の息子が都から戻り、みやげに日本種の無花
果を届けてくれた。彼は我戈の船が商品を積んで無事仁堺に着い
たと言ったが、イートソ君からの手紙もウィッカム君からのも持
参しなかった。
一月二八日
平戸侯は七、八人の侍を連れて英国商館に正餐に来て、もてな
しを喜んで受け、私に着物を、通訳に羽織をくれた。彼は三、四
年間江戸に滞在することになると言った。だから何日か前に私が
書いたように殿（大名）たちが七年間在府しなければならないと
いうのは本当だと思う。彼が商館に入る時に三発、出る時に五発
の礼砲を打った。
一月二九日
午後総右衛門殿ほか三人が、平戸侯が掛けで買う品物を受け取
（⑲）
りに英国商館へ来た。しかし彼らはオランダ人が平戸侯に胡椒を
一○○斤五○匁で売ったと言い、だから私もそれ以上の値はつけ
ないと思ったと言った。私は、もしオランダ人が胡椒にその値を
つけたとしたら、空砲一発程度の値打しかないような他の品物を
代りに高値に売るだろう、つまり生糸を一○○斤二賃四○○匁に
売るという具合にして、全く損がないようにしているだろう、と
答えた。またこれは我友の値を下回るほどに胡椒の値を下げて、
我灸に実際の値よりももっと安く売らせるようにするか、さもな
ければ我犬を平戸侯の意に添わぬようにしむけておいて、自分達
は平戸侯の引き立てを受け、我交は不興をこうむるようにさせよ
うという策略だろう。しかし実際は、私は他の入念に現金で売っ
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た時以上の値はつけず、彼らにこれからはその値ではもう売り渡
せないと断言できるくらいの値をつけた。しかし広布羅紗に関し
ては、彼らは一間につぎ一四○匁、シャム材には一○○斤三五匁
の値をつけたので、私は英国船とジャンクが着いた時にその値で
売
る
つ
も
り
で
あ
る
。
と
は
い
え
私
は
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
ふ
た
が、彼らは名誉にかけてもオランダ人が売った時以上の金を出せ
ないと言う。そこで我汽は胡椒を平戸侯の費用で大坂のイートン
君へ送り、彼に売却させ、収益金高を藩主に渡すという結論に達
した。これで事が落着した。しかし次のような品物は平戸侯の勘
定分として彼らに渡した。
〔釦）
（副〕
白天竺一木綿一コルジ一一レアルの品物一九六反、同じく下の小
屋の一コルジニ○レアルの品一○一反。同じく下の小屋の一コル
ジニレアルの品二○一反、同じく下の小屋の一コルジ一五レア
ルの品一二○反、同じく上の小屋の数種の品一○○反、以上異な
った値で天竺木綿計七一八反一反一○匁。計七賞一八○匁。
（艶）
カナリア黄色チャダー布○冨凸のＨ閃①の①○：四吋昌一コルジ四
レアル、下の小屋の品
一八五反
チ
ャ
ダ
ー
布
、
同
右
九○反
以上チャダー布
二七五反
ポ
ラ
ル
布
一
○
○
反
パックショー布一○○反、皿川鴎函珊｝一派一一一期叩
一月三○日
船長のジョン・ハント君が我犬をオジアンダー号へ正餐に招待
してくれた。ウィッカム君と私は仕事があるので乗船のあとすぐ
リチャード・コックス日記（武田・森）
に辞去した。我友が帰る際に五発、一同の上陸の際にもう三発の
礼砲を打った。
ジョルジュ・ドゥロイスが平戸に来て、砂糖づけ二壷を持参
し、また私に贈り物として、マーマレード｜箱、軽焼ピスヶット
ー箱、砂糖。〈ソ一箱、栗一箱、スペイン酒一瓶をくれた。
オランダのジャンクは平戸の停泊地から川内浦に向い、そこで
大船エソクホイゼン号のそばに碇を降した。
一月三一日
私はリチャード・ウィッカム君から、大坂で一○○斤あたり七
四匁で売られた鉛の代金の一部として、イートン君の許から持っ
て来た丁銀六貫目を受け取った。
（弱〕
午後、キャプテン・スペヅクスが英国商館に来て、権六殿が長〔“）
崎から彼に手紙をよこし、友人として知らせるのだとして、マカ
オの大船には干渉せぬよう注意するように、船出の前にオランダ
人一同およびイギリス人に警告を与えてほしい、将軍家がマカオ
船に大分投資しているのだから、と伝えて来たと言った。しかし
私としては我灸がマカオ船を捕え、それから決着をつけることを
望んでいる。
二月二日（派榊元年一一一噸一一一重甲）
私はかつて見事な提重箱をくれた都の商人に、白バイラム布一一
反、一コルジ一五レアルの藍色バイラム布二反、以上会社の商
（弱）
品、及び私品のチャダー・ルラウィ布二反を贈り物にした。彼は
喜んで受け取り、都で英国人のために出来るだけのことをしよう
（弱）
といってくれた。ウィッカム君は江一戸で佐渡殿から贈られた着物
一四五
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の一枚を私にくれた。
二月三日
夜更けの一一時ごろ、一軒の家が、この三日内にせまった新年
の祝日のために掃除をしていた人戈の不注意で火事になった。七
軒の家が焼け、もしイギリス人とオランダ人がいなかったら、町
のほとんどが焼けただろう。どの人間も何もせず見つめているだ
けだったから。何人かは英国商館へ保管してほしいといって荷物
を持って来た。
当地の大立物である虎左衛門日・国⑫の日目殿に贈り物をした。
我
友
の
来
日
以
来
何
の
贈
り
物
も
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
我
々
の
友
人
が言ったからである。それで我有は
白
バ
イ
ラ
ム
布
三反
一
コ
ル
ジ
一
五
レ
ア
ル
の
藍
色
バ
イ
ラ
ム
布
三反
一コルジーニレアルの赤セラ布
三反
一
コ
ル
ジ
五
レ
ア
ル
の
ポ
ラ
ル
布
三反
胡椒
四二斤
を贈った。
支
那
甲
必
丹
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
が
一
し
ょ
に
彼
を
訪
問
し
、
ビ
スケットの大壷を一個持って行った。イートン君がくれた着物を
一枚マティンガの父親に与えた。
鋳物師にマティソガの鍋二個の代金に小粒六匁を支払った。
平戸侯は家の焼けた気の毒な人戈を救済するため平戸中から義
援金を募り、我友は丁銀一○匁を出した。
また、マティソガの家の修理のため、大工に
一四六
二六日半の大工の日当
三七匁二分
三○日半の手伝い人の日当
一五匁二分五厘
釘代
一○匁九分
板・材木代
一九匁八分
総
計
八三匁一分五厘
を支払った。
私は今日計量した真鐡滑車六四二斤の内金として鋳物師にさら
に二五○匁の丁銀を渡した。
ニールソソ君はいつものように（悲しいことだが）酔って外科
医
の
モ
ー
リ
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
言
・
貝
厨
］
目
の
、
と
口
論
し
、
短
剣
で
彼
の頭を傷つけた。
おそくなってから総右衛門殿が、平戸侯に売った商品の代金と
して今年中に支払われるべき三○貫目の丁銀の証文を持って来
た。私は二年前江戸で貸した一○貫目分の平戸侯の証文を彼に渡
した。ウィッカム君にレースつきの飾り衿二本（二○匁）を贈った。
二月四日
ウィッカム君は持ち前の気質で比較をはじめ、私を悪しざまに
いった。これは彼がオジアンダー号でバンタムヘ行こうとしてい
るためだろう。私はそれで満足だ。彼はキャプテン・ジャーデソ
が抜てきしようという手紙をよこしたので、なおさら増長してい
るのである。
二月五日（訂）
今
日
藩
主
の
古
い
負
債
に
つ
い
て
大
炊
殿
、
庄
介
殿
と
計
算
し
、
彼
等
は
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九貢五○一匁だと云ったが、私は八賞九八六匁三分五厘だけであ
ることを見付けた。
新年の贈り物
クシュクロソ○局ラ日・ロ殿から
餅一箱
安右衛門殿から
諸白一樽
彼
の
義
父
か
ら
酒徳利一本と鮭一尾
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
無花果一束
我戈は砲弾を計量した。
ニールソソ君は鋳物師に支払った二五○匁の受け取りを作り、
彼等に差引残高一四五匁五分を支払った。
二月六日
鋳物師たちの精算書は次の通りである。
真
鋪
滑
車
六
四
一
斤
一
○
○
斤
あ
た
り
一
二
○
匁
計
七
六
九
匁
二
分
セイカー砲とミニオン砲の九弾二九六個、一斤一匁四分
計四一匁三分
十字弾と長弾二一一一○個、一○○斤二五匁
計五七匁五分
総
計
八
六
八
匁
鋳物師たちは鉄鍋二個、酒、魚の贈り物を持って来た。
ニールソン君は唐津侯の勘定分として喜右衛門【の①日・口殿か
（顕）
ら七六五匁受領した。内五六○匁は良銀で残りは駿河銀である。
さらに彼は主馬殿の使脈片から唐津侯の勘定として丁銀五○○匁
を受け取り、内一本は駿河銀であった。
オジアンダー号の船長ジョン・ハント君はパンタムから当地へ
リチャード・コックス日記（武田・森）
二月七日｛流剛一一勝一塚凹
渡航した際の、あらゆる地点の水深を書き入れた航路図を渡して
くれた。二月八日
支那甲必丹アンドレア・ディティスから丁銀四賞五○○匁を受
け取り、すぐあとからさらに鋳潰した銀八貫目を受け取った。
今日我支は総会を開き、次の件が記録された。キャプテン・ラ
ルフ・コピンドールは全会一致により任命されて献上品を持って
〔図）
将軍様の許へ行ったこと。またリチャード・ウィッヵム君は一一ハ
一一一一年六月一二日に我友が初めて日本に来てから一六一五年八月
末まで、衣類やその他の必要品をまかなうための費用として、年
間一貫五○○匁の給与を受けることになったこと。ジョン・オス
タウィック君は帳簿を管理するために残留し、衣類や他の必需品
をまかなうため、パソタムから来た昨年四月から年間二○ポンド
の給与を受けることになったこと。英国人ジョン・ココラは彼自
身の意志で英国商館のコックとしてとどまることになったこと。
またウィヅカム君は他の機会に仕事があるまで、都、大坂に待機
させ、イートソ君は平戸に来させてから対馬に行かせ、その地の
勘定を精算させることにしたこと。
総右衛門殿の帆船が従僕の不始末から火を出した。今日、日本
の習慣で船上で酒を飲み、宴を張っていたのだが、助けが出てす
ぐ消し止めた。
キャプテン・スペックスが英国商館へ来て、オランダの小船と
（砲）
我六のとをとどめておいてマカオ船を捕陰え、大船はバンタムヘ行
く
よ
う
に
さ
せ
た
い
か
ら
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
一四七
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してモンスーンを逃がすのは適当とは思われない。
二月九日
私はジョルジュ・ドゥロイスに靴下と蝋燭を送るように手紙を
書き、それをオジアンダー号用の弾薬とピッチすなわち松脂を買
いに行く支那甲必丹の船に託して送った。今日滑車と砲弾は全部
オジァンダー号に積糸込んだ。
（鯛）
地区の小役人が米一俵を買った。
二月一○日
今
日
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
に
銅
一
四
○
○
斤
、
鉄
三
○
○
斤
を
積
永
込
ん
だ。
（“〕
主膳殿の父親の庄介殿が英国商館に来て、餅、酒、大根を日本
カ
タ
ギ
気質で象やげにし、おあいそを沢山一一一戸った。船番衆が贈り物を持
って来た。
二
月
二
日
（閑）
権六殿は一○○斤七○匁で将軍家が買ったプリアマン胡椒一五
五斤の代金一○八匁五分を送って来た。またチャダー布、カンバ
イャ布、パックショー布など彼の家臣の一人が掛けで買った品の
代金三○○匁も送って来た。金額は全部私が受け取った。
二月一二日
虎
左
衛
門
殿
は
み
ず
か
ら
英
国
商
館
に
来
て
、
酒
徳
利
一
本
と
錐
子
二
羽
を贈ってくれた。
二月一四日
藩主は今日将軍様の許に出発した。オジァソダー号から一三
発、オランダの帆船から五発、オランダ商船から八発ないし一○
一四八
発の礼砲を打った。私は砂糖づけ入りの重箱、酒二樽、ビスケッ
ト｜壷、蝋燭三○本を持って出かけた。藩主はそれらを喜こんで
受け取り、後に私あてに家来に伝言させて、商館員を誰か一人よ
こしてくれれば充分だった、私自身が来るには及ばなかったのに
と言ってよこした。
オジアンダー号の船長ハント君は事務長のローランド・トマス
のことでキャプテン・コピンドールと口論し、トマスが以前不当
な行為をしたのに対し公平な扱いをしなかったが、当のトマスは
航海に出た時にそのことがわかるだろうと言った。これは悪口で
ある。なぜなら、くだんの船長は船倉については鍵の保管も、事
務長の監督もしないだろうから。しかし蝋が船倉から無くなった
のはそのような事情によると思われる。
二月一五日
ニールソソ君はコックのジョン・ココラに大判で一○五匁給与
の内金に渡した。彼はその金で借金の返済をするのである。
キャプテン・スペヅクスはもし必要なら火薬二○○斤を用立て
しようと伝えてよこした。その申し出を私は受けた。また彼は我
（“）
たに紙五○枚を貸してくれた。
ハント君はローランド・トマスが彼にした不当行為について会
議を開くよう願い出た。会議は開かれた。しかし落度はもう一人
よりも船長ジョソ・ハントに余計ある。そこで我戈は二人を仲直
りさせた。
二月一六日
外科医の
モ
ーリス
・
ジョー
ソ
ズはそ
の
働きに
対
し、会
議
の承認
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を得てニールソン君から丁銀一二○匁を受け取った。コックのジ
ョン・ココラには給与の内金として二○匁。
二月一七日
支那甲必丹の親類二官が長崎から帰り、ピッチすなわち松脂三
七○斤Ⅱ一四○匁、及び火薬三一○斤Ⅱ六四一匁を持って来た。
帆船の運賃は二○匁。キャプテン・スペックスは約束の火薬二樽
を送ってよこした。
二月一八日
今月藩主御用の胡椒を計量した。目方のことで町衆一○人と押
し問答して一騒動持ち上ったので、明日また計り直さねばならな
い。今日は七七袋計り、四九九六斤あった。また支那甲必丹の小
屋の八○袋は五七三五斤半。私は箱入りのシナの瓶一二本をキャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ソ
ド
ー
ル
に
贈
っ
た
。
二月一九日
平戸侯の番衆たちと今日三○貫分の精算を行ない、彼らに一貫
一一一三匁五分の商品を渡した。
内膳正殿が酒徳利二本、日本菓子（すなわち餅）二個、真鴨二
羽を贈ってくれた。また鋳物師から真諭の栓四九個を受け取っ
た。キャプテン・スペックスは私に手紙をよこし、オジアンダー号
で送る黒檀は九二七本、目方は彼によれば二九○○斤になるが、
その船荷証券を作るために船長か事務長をよこしてほしいと言っ
て来た。それで事務長ローランド・トマスはバンタムのオランダ
人代表者に渡すべく、本数を記入した証書を二通、目方は記入し
リチャード。コックス日記（武田・森）
ないで作成した。
二月二○日
私はキャプテン・スペックスに手紙を出し、黒檀の運賃の支払
いについて彼の署名入りの証書を送ってくれるよう依頼した。英
国及びオランダの両代理人間に争いがおこるかもしれないからで（的〕
ある。また火薬二樽の値段と重量も知らするよう依頼した。ヤコ
プ・スワーヘルの言によれば正味二○○斤だそうだ。そのあとキ
ャプテン・スペックスは、彼の買値は一○○斤で一六○匁だった
ので、合計一一一二○匁になると言ってよこした。
オジァンダー号は川内浦へ出航し、礼砲五発を打った。オラン
ダ人は商館から七・八発の砲を打った。私はディルク・デ・フリ
ースの船へ行き、辞去の際に三発、オジアンダー号から戻る際にも
う三発の礼砲があった。我灸が出かけているときに、キャプテン
・スペックスは酒三樽、大魚四尾、鶏六羽を持たせてヤコプ・ス
ワーヘルをオジァンダー号によこした。私はオジアンダー号の事
務長ローランド・トマスに薄青の殿子一反を与えた。いつか私に
くれたせいぜい四、五○匁のものと思われる小さい粗末なダイヤ
モンド入りの金指輪の返礼である。私はまた、外科医モーリス・
（閉〕
ジョーンズに商館での骨折りと、私にくれた肉桂一袋、メース
冨月の一箱に対する礼として紅殿子一反、レアル貨一個を贈っ
た。
一一月二一日
私は支那甲必丹にレアル貨一袋五○○枚入りで四貫目のものを
渡し、彼から丁銀三貫目を受け取った。私は竜誕香を水で割り、
一四九
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あらためて以前のごとく鉛壷二個に詰め、鱒香を他の壷に入れ
た。記号は次のように付けた。
計九斤一四○匁
一一三恥岻而泗追汕｝
の重量の竜誕香
Ｃ
四
斤
の
鴎
香
嚢
八
六
個
価格四八○匁
以上に会社の記号を付けた。そしてこれら三点を一個の箱に同じ
記号をつけ、数を書かないで荷作りし、オジアンダー号に積糸込
んだ。私はジョルジュ・ドゥロイスから手紙と、一匁で六本の獣脂蝋
燭一二○本が入った篭一個、絹靴下四足、うち二足は九ペソすな
わち九レアル、二足は丁銀七○匁のもの、それにカフス四対と飾
り衿一○匁のもの一本を受け取った。
二月二二日
キャプテン・コピンドールは私の所から梨酒一樽を持って行っ
た。主馬殿へ三種類の証文を渡した。
一、以前からの貸付分七○○匁
一、売却商品の代金五○○匁
一、鉄砲代二○○匁
彼は私に二賃五○○匁の新しい証文をよこした。うち一貫一六
五匁は古い勘定の一部、一貫三一一一五匁はイートソ君が都で渡した
商品の代金で、計二賞五○○匁となり、一年で支払うことになっ
ている。
支
那
甲
必
丹
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
は
マ
ツ
三
回
誌
と
い
う
名
の
少年を一○○匁でキャプテソ・コピソドールに売った。
一五○
支那甲必丹は四匁の重さのプリアマン金を一匁あたり銀一四匁
で内金を置いて持って行った。
私
は
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
号
の
船
長
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
君
に
日
本
の
鹿
皮
二
枚、絹靴下一足を贈った。瓶一箱をくれた礼である。
今夜九時ごろから始まる大規模な月食があった。しかし空が曇
っていて星は一つも見えなかった。我食は星を観測してこの地の
（餌）
正確な経度を知ろうとしたのだが。
二月二一一一日
支那中心丹はパンタムのキャプテン・ジャーデソヘの贈り物に
諸白二樽、ピスヶヅトニ樽、鮪の酢づけ二樽を送った。私はフワ
〔、）
ソ
・
デ
・
リ
エ
パ
ナ
に
ス
ペ
イ
ン
貨
二
レ
ア
ル
半
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル
ネロに一レアル与え、フワソ・デ・リエバナの部屋代としてトメ
ー殿に日本銀で一○匁支払うことを請合った。
二月二四日
（ｎ）
オスタウイック君に丁銀二五○匁渡し、二人の大工、弥右衛門
殿とタャモン月旦口日・ロ殿に、船のことで大変骨折ってくれた
礼としてそれぞれ一○○匁ずつ与えるように言った。
オランダの大船エソクホイゼソ号は今日出帆し、ジャンクも一
緒に出発した。
私はキャプテン・コピソドールとオランダ商館へ行き、キャプ
テソ・スペックスに、オランダ船がしてくれたように手紙をパソ
タムヘ届ける旨申し出ようとした。英国船は明日出帆する用意が
出来ている。しかしキャプテン・スペヅクスは船へ行ってしまっ
たあとだった。
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以上をイートソ君からの一通と共に本社あての手紙に同封した。
（泥）
（両）
そ
の
手
紙
の
束
の
中
に
昨
年
シ
ャ
ム
経
由
の
ジ
ャ
ン
ク
で
送
っ
た
大
蔵
卿、本社、ウィルソン君、キャプテン・セーリス、その他の人友
に送った手紙の写しと決算書も含まれている。
さらに私はバンタムに向けて次のような手紙を出した。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ャ
ー
デ
ン
あ
て
に
二
通
、
お
よ
び
毎
日
の
残
高
の
帳
簿
、
小
口
の
費
用
の
会
計
簿
四
冊
、
そ
れ
等
を
封
を
し
な
い
箱
に
入
れ
て
キ
ャプテン・コピンドールに渡し、絹靴下二足、飾り衿二本、カフ
ス一対を一包承にして添えた。
リチャード・コックス日記（武田・森）
ヤコブ・スワーヘルはキャプテン・コピンドールにブドウ酒一
瓶とチーズを贈り物とした。
数人の薩摩人が英国商館に来たので彼らを丁重にもてなした。
（砲）
薩摩の藩主は来月大御所様の許へ行くことになっている由であ
る。キャプテン・スペックスは伝言をよこし、ジャンクから取り
残された日本人水夫六人を我々の船でパンタムヘ運んでほしいと
依頼した。
二言月二五日
英
国
に
あ
て
た
手
紙
一
束
に
封
を
し
た
。
す
な
わ
ち
総阯あて
一通
（祠）
ト
ー
マ
ス
・
ス
ミ
ス
卿
あ
て
一通
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
両
巳
葛
日
口
舌
目
の
、
君
あ
て
一
通
（布）
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
あ
て
一通
兄弟のウォルターヨ「口岸のＨあて
一通
（泥）
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ェ
ス
ト
ピ
ー
君
あ
て
に
、
日
本
の
硯
箱
を
添
え
て
一
通。（ね）ジョン・ポーモントヘ日本の硯箱とやっとこ一丁を添膣えて一
通。ピーター・ターナー国｛円門口目のＨへビスケット｜壷を添えて
一通。フランシス・シューワル句Ｈ目巳のの２「口］］へビスケット｜壷
を添えて一通。
（即）エルナンド・シメネスヘ絹靴下を添璋えて一通。
これ等をキャプテン・コピンドールに渡し、彼といっしょに船
で川内浦へ行き、次の品を運んだ。
船長のジョン・ハント君へ五五斤入りのビスケット｜袋、マー
マレード一箱。
ドーリソトソ君と同僚のカーペソター君へ五○斤入りのピスヶ
ヅトー袋。
船員へブドウ酒三樽、豚四匹。
支那甲必丹は我斉と船で同行した、入港の際に一発、健康のた
めに六発、出港の際に五発の祝砲を打ち上げた。キャプテン・ス
ペックスはパンタムのオランダ代表者に渡してくれるようにと手
紙一通を持って来た。
二日型ニーハ［ロ
（皿）
私
は
パ
タ
ー
の
ア
ダ
ム
・
デ
ン
ト
ン
君
に
手
紙
を
書
い
て
オ
ラ
ン
ダ
の
小
（躯）
ヤハト船に託し、ビスケット一一函とシャムのガーネイ君への手紙
も添えた。
一
五
一
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船大将の奴隷の一人が逃亡してひそかに英国船に乗っていた。
私はこれをキャプテン・コピンドールに知らせた。彼等は碇を上
げ
て
帆
走
し
て
い
た
が
、
再
び
碇
を
下
し
、
船
の
ポ
ー
ト
で
彼
を
送
り
返
し
た。そのため真夜中過ぎ、風が北寄りに変ったので出帆した。船
路が平安であるように。
オ
ジ
ア
ソ
ダ
ー
号
の
外
科
医
は
、
ニ
ー
ル
ソ
ン
君
の
病
気
に
対
す
る
骨
折
に対し、彼が満足の行く程のことをしてくれないと唱なえ、この
ためキャプテン・コピンドールに私あての手紙を書いてもらい、
ウィヅカム君を通じて経費の授受の覚え書きを送って来た。即座
にニールソン君は彼に与えたものの覚え書を添えて外科医の言い
分を戻した。この外科医はおしやぺりな男で、おそらく他の連中
にそそのかされたのだろう。
オジァンダー号は真夜中に出帆した。
二月二七日
私は水際に新しい倉庫を建てるために大工たちと話し合いをし
た。彼等の見積りでは、賃金の他に材木や他の資材で六賃八一○
匁かかることになる。
大炊殿と総右衛門殿は藩主の勘定分丁銀五賃一九一一匁三分五
厘、支那甲必丹アンドレア・ディティスの勘定分一一八三匁を届け
て来た。二月二八日
オランダの小船が午後．〈ダニに向けて出港した。
支那甲必丹は隣人たちすべてと家の新築披露宴をもよおした。
〔閃）
私は大工たちと倉庫の建築について再び話し合った。前に彼等
一五二
が記したように
木材と他の材料費見込
六賃八一○匁
二五三○人の大工の日当一匁五分として一一一貫七九五匁
二
七
五
○
人
の
手
伝
い
人
の
日
当
五
分
と
し
て
一
貫
三
七
五
匁
二
○
○
人
の
左
官
の
日
当
四
○
○
匁
。
総
計
一
二
賞
三
八
○
匁
と
な
る
。
それで皆が助言し協議してくれた結果、倉庫の新築は来年まで
延期することにし、一方、修理だけはしておこうということにな
った。二月二九日
（“〕
私はイートン君に手紙を書き、大御所様と、その子で義父の政
宗
様
を
後
盾
に
し
て
い
る
上
総
様
と
の
間
に
戦
争
が
起
こ
り
そ
う
だ
と
い
う
知らせが入ったが、これはたとえ大坂の城と領土が手に入って
も、大御所様が約束どおりにそれを彼に与えようとしないからな
の
だ
と
述
べ
、
イ
ー
ト
ソ
君
に
対
し
て
は
、
も
し
戦
争
が
始
ま
り
そ
う
な
ら
こちらへ金を持って帰って来るように、もし出来れば残りの品も
換金するように指示した。
離職様、すなわち信実から鶏一○羽と酒徳利二本とを贈られ
た。一一一月一日（葹醜一一年垂朋一一一掴凹
私は石塀
を
作る九
○
○匁の
一
部とし
て
支那甲
必
丹と隣
人
に支払
う丁銀五○○匁をニールソン君に渡した。また支那甲必丹に丁銀
二賞五○○匁渡した。うち二貫目は私の投銀の分で、そのうち一
貫目は竜誕香を買うため琉球へ、もう一貫目は彼の裁量に任せて
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（閉）
藩主の弟の主殿様は友人の用にと丁銀五○○、ｆ六○○匁を賛り
によこした。私は金が無いと返事を伝えた。彼はそれでも再び使
をよこして、断わってもらっては困ると言った。だが私の心は変
らなかった。リチャード・コックス日記（武田・森）
最高の利潤を得るぺくシナへ投資し、残り五○○匁は長崎から戻
った時に支払う約束で彼に貸した分である。
私はキャプテン・コピソドールが支那甲必丹から買ったマツ
富貴のという名のボーイの代金として丁銀一○○匁を支叶那甲必
丹に渡した。モン言○口という名のボーイに、商館で一五年間働
くため食費と衣料費として二○匁小粒で払った。金はその母親に
渡し、彼女はその趣旨の日本文の証文をよこした。オスタウィヅ
（妬）
ク君は次の品の代金を助太夫の岸］』。］のロ殿に支払った。
オジアンダー号の大帆柱一本
八○○匁
帆
桁
二
本
一○○匁
ジ
ャ
ン
ク
用
の
石
帆
船
一
○
六
隻
分
一○六匁
計
一
貫
六
匁
右の支払いは次のようにした。
支那甲必丹の丁銀から
六○○匁
一○○斤六○匁の胡椒一三一斤の代
七八匁六分
（師）
プラドリー・チャダー布三反の代
三○匁
小
計
七
○
八
匁
六
分
現金
二九七匁四分
合
計
一
貫
六
匁
三月一一日
一人の僧侶から商館の果樹園用に一五本の木を手に入れた。
杉、樅、密柑、レモン、栗、その他花の咲く木数種である。
三月一一一日
支那甲心丹アンドレア・ディティスが長崎へ行った。私はその
弟
キ
ャ
プ
テ
ン
華
宇
に
手
紙
を
書
き
、
オ
ラ
ン
ダ
の
チ
ー
ズ
、
サ
ラ
ダ
抽
一
瓶、くるみ―袋を送った。
大炊殿に平戸侯の黄金六賃八○○匁の証文を渡した。彼は自筆
で
、
こ
の
前
に
売
っ
た
商
品
の
代
三
○
賞
目
の
と
は
別
に
、
平
戸
侯
へ
の
以
前からの貸付金丁銀三賃五○○匁の証文をくれた。私はこれをオ
スタウィック君に渡した。
（明）
私
は
イ
ー
ト
ン
君
に
一
○
本
か
一
五
本
の
角
材
を
買
っ
て
シ
シ
ェ
ロ
板
〔卯〕
に
し
て
お
く
よ
う
手
紙
を
書
い
た
。
我
炎
の
宿
主
が
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
なっていたこのうちの半分が大坂で焼けてしまったからである。
（印）
イートン君から佐渡殿が死去したこと、彼が手紙を書いている
（躯）
時分に大坂は火事で五○○軒以上の家が焼け、まだ鎮火していな
いことを知らせて来た。
三月四日
今日、倉庫の裏靴滉樹園の塀を造るため大工五人と下働らぎ二
人が来た。我犬は竜泉寺□口の訂ロ島の坊主からもらった一七本
の木を植え、その間、坊主の使用人が五人手伝った。木を運んで
植
え
る
の
に
際
し
彼
ら
に
一
人
に
つ
き
六
ペ
ン
ス
す
な
わ
ち
一
匁
払
い
、
他
の下働らぎ一四人には一人につき五分支払った。
一人の坊主が扇を糸やげに持って私の所へ来た。
一五三
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三月六日
樹木をくれた坊主に贈り物を送った。すなわち五○ガンタ入り
の酒樽一個、胡椒一○斤、小粒銀二・
三月七日
くだんの坊主が樹木や苗木をもっと送ってくれて、贈り物の礼
を言いに来た。
（“）
ゴ
ン
サ
ル
ペ
ス
と
い
う
名
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
英
国
商
館
に
来
て
色
之
と
世辞を言った。おそらく、英船やオランダのヤハト船がマカオ船
を捕えようと待機しているのではないかと探りに来たのだろう。
三月九日
（妬）
（妬）
私
は
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
「
神
の
国
」
を
ウ
ィ
ッ
カ
ム
君
に
、
「
ト
ル
（師）
．
史
」
と
債
務
者
債
権
者
の
書
式
に
関
す
る
本
一
冊
を
ニ
ー
ル
ソ
ソ
君
に
貸
した。ウォルター・カーワーデン●三四戸のＨ○日ゴ囚己のロから買った見
（卵）
事な更紗をウィッカム君の女に与陰えた。
三月一○日
（”）
ニールソン君は具合がよくないので壱岐の温泉に行った。ウィ
ッ
カ
ム
君
は
イ
ー
ト
ン
君
に
つ
い
て
考
慮
す
る
た
め
都
へ
出
発
し
、
イ
ー
ト
ソ君には平戸へ帰ってもらうことにした。写しに見える通りであ
る。ジョルジュ・ドゥロイスに、もし都合がつけば果樹を何本か
（川）
買
っ
て
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
手
紙
を
書
い
た
。
こ
の
手
紙
は
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ルチソに託して送った。
（川）
主殿様、信実、大炊殿、主膳殿、その父親、総右衛門殿、権之
助殿、内膳正殿、船番衆二人等、合計一○人へそれぞれ酒徳利二
一五四
本、魚四尾、かなりの胡椒を贈り物として届けた。
三月一一日
ウィッカム君は今朝まで都へ出発しなかった。そして自分の女
（皿）
を
残
し
て
行
っ
た
が
、
彼
女
は
「
彼
の
一
言
に
よ
れ
ば
君
か
ら
買
っ
た
も
の
で、先月二○日付の手紙で君は彼に、彼女を売るについてその母
親が君に迷惑をかけようとした次第を知らせたとも云っていた。
そんなわけで彼女が今平戸にいることを君に知らせるのだ。」
我☆は角材二一本を一本一匁で安右衛門殿から買い、新右衛門
殿から一匁五分でわら三○束を買った。
またイートン君に鹿肉の．〈イ一個を送り、もう一個を支那甲必
丹に送った。
三
月
一
二
日
昨
夜
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
が
長
崎
か
ら
戻
り
、
弟
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・華宇からの手紙をもたらした。華宇は私に密柑一壷と活魚入り
の小いけす（すなわち壷）一個を贈ってくれ、また一○匁五分で
鳩一五羽を買ってくれた。
また、彼といっしょに左官の棟梁が新しく買った倉庫の修理に
やって来た。
シナ貿易のめどをつけるため長崎の支那甲必丹華宇に丁銀五貫
目を貸した。
ウ
ィ
ヅ
ヵ
ム
君
に
手
紙
を
し
た
た
め
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
が
送
ってくれた封蝋を半分送り、例の女をいっしょに連れていってく
れた方がよかったと書いてやった。
助太夫殿と材木の値を決め、手元の丁銀五○○匁を支払った。
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’内訳は
（叩）
長
さ
二
間
の
角
材
四
五
○
本
一
本
一
匁
四五○匁
二間の一寸貫き厨・目＠口五五○本一匁で一一一本
一八三匁一分
（川）
一
間
半
の
引
き
物
、
日
日
・
ロ
四
○
本
一
本
一
匁
五
分
六
○
匁
一
間
の
普
通
の
板
一
○
○
○
枚
一
匁
で
六
枚
一
六
六
匁
四
分
一
間
半
の
別
の
板
七
○
枚
一
枚
一
匁
七○匁
二間の一寸貫き一一一五本一本二匁
七○匁
（川）
一
間
半
の
根
太
木
口
目
』
目
的
①
四
○
本
一
匁
四
本
半
九
匁
二間の丸木目日日Ｐロの一五○本一匁一一一本
五○匁
一間半の門柱日。ｐ｛四の宮、三本一一一本で
一匁
一一間の柵国日ゲロ一五本一五本で
三○匁
二間の控柱｛〕８］①註のぼ日二本両方で
五匁
四
間
の
垣
根
板
目
匿
目
言
二
○
本
一
本
九
匁
一
八
○
匁
計
一
貫
二
八
三
匁
五
分
木材はすぺて来月平戸に来ることになっている。
（川）
横田角左衛門殿と丑之助殿にそれぞれ酒徳利二本、魚四尾、胡
椒少戈を贈った。
支那甲必丹が商館の風呂に入りに来た。
書き忘れたが、今日一人の男が斬罪に処せられた。その男は妻
と一一人の娘を連れて博多へ逃亡したかどで三年間入牢していた。
（川）
もともと彼らは平一戸侯の奴隷で、侯は博多の領主に彼らを戻すよ
うに手紙を書き、博多侯がそうしたのである。事の始まりは、平
戸侯が上の娘を召使おうとしたことにあると言われている。彼ら
リチャード・コックス日記（武田・森）
はキリシタンだったので、むしろ逃亡する道を選び、そのことが
父親ばかりか娘の命取りにもなったのである。彼の妻は夫の処刑
を聞いてひそかに逃げたと言われる。あるいは、ある連中の考え
るように自殺したのかもしれない。もしそのような女が来たら連
れ戻してほしいという伝言が英国商館にもたらされた。
三月一一一一日
昨日夫が処刑され、自身は逃げたとされた女が今朝死体で見つ
かった。木で首をつったのである。
三月一四日
私
は
支
那
甲
必
丹
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
に
、
支
那
へ
行
く
に
際
し
、
途
中
で
英
船
に
出
合
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ゴ
タ
ッ
ド
⑦。白」と六官閃・各自の名の二通の身分証明用の手紙（添状）
を渡した。
今日一○○斤あたり七匁五分で海草を三七八斤半購入した。
横田角左衛門殿が塩づけの鹿のもも三本とあわびという名のあ
る種の貝を贈ってくれた。
マティンガが一匁六ガンタの米五俵を買い、私が支払うことに
した。三月一五日
（伽）
藩主の末弟で豊後様の養子の源大様は将軍様の居城に詰めるた
めに出発しようとしていて、反物三、四反を買わせに人をよこし
た。今まで彼には何の贈り物もしておらず、今度城詰に行くとい
うので、それらは彼への贈り物とすることにした。
豊後様はオランダ人にしたと同様にオスタウィヅク君と私を明
一五五
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日正餐に招待してくれた。
（川）
デラ
山伏を先達にしてテソチャ目①ロ、冨寺へ数人の巡礼が出発し
た。彼らの着物の背中には文字が書いてある。
三月一六日
オスタウィック君と私は豊後様の正餐に出かけた。そこで我念
はキャプテン・スペヅクスともう一人のオランダ人、一人の坊主
に出合った。我食は結構な御馳走にあずかった。藩主の末弟の源
大様は宴の終りごろに来て、昨日の贈り物を謝し、兄のあとを追
って自分も将軍様の居城に行くところだと語った。彼には将軍様
に対してお役に立ちたいと伝えてほしいこと、遠からず自分も彼
らのもとへ行くつもりでいるということを告げた。神よ我犬の船
が無事に到着せんことを。
三
月
一
八
日
無花果の木二本、密柑の木一本、桃の木一本を全部で一○匁で
（Ⅲ）
買った。別に密柑二本も買った。また密柑一本、まるめろ－本、
梨一本をもらった。
三月一一○日
キャプテン・スペックスがポルトガル種の無花果の木二本を贈
ってくれた。
三日二一日
商館の新らしいポーチに張るため種だのタイル一○○○枚と主
要タイル二枚を受け取った。
一一一月一三日
私
は
ヤ
コ
プ
・
ス
ワ
ー
ヘ
ル
に
託
し
て
壱
岐
の
温
泉
に
い
る
ニ
ー
ル
ソ
ン
一五六
君に手紙を出した。ヤコプは豊後様の牛を買いに行くところで、
飼育のために藩主は島を一つ彼らに与えたのである。
三月二一一一日
支那甲必丹が長崎から戻り、シナの腰掛け二つと大きな密柑一
驚を承やげに持って来た。
私はジョルジュ・ドゥロイスから手紙とまるめる二本、無花果
の差し枝五木、密柑一本、梨一本、庭園用の種子いくらかを受け
（川）
取った。手紙は長崎発新暦三月一一五日付である。またカピタン・
（血）
ガローチョから手紙とラスクをいくつか受け取った。
（川）
マカオの大船がこの一別の日曜日に出帆した。
三月二四日
支那甲心丹の親類の二官が七日前長崎からシナに向けて出帆し
た。彼は長崎からバラ色がかった赤の繍子一反を贈ってくれて、
留守中細君に食費として二○○匁貸してやってほしい、帰った時
に支払うつもりで、アンドレア・ディティスが返済の保証人とな
るからと私に頼んだ。
一一一月二五日
と
う
ブドウ棚を作るために支那甲必丹から大きな藤をもらった。ま
い
き
た横木すなわち賞を六本一匁二分で買った。支那甲必丹と懇意な
－人の坊主が三・四本の樹木を贈ってくれた。一本は桃の木、他
は花木である。
一一一月二六日
丑之助殿がブドウの大木を一本くれた。私はそれを倉庫の西側
（川）
の新らしい果樹園に植轌えた。また田平の侍が支那甲必丹に密柑一
Hosei University Repository
本、梨一本、桃二本、その他花の木を贈ったが、支那甲必丹はそ
れら全部を新らしい果樹園に植えるようにと私にくれた。
薩
摩
侯
が
三
、
四
日
後
に
こ
こ
を
通
る
と
い
う
う
わ
さ
が
平
戸
に
も
た
ら
された。三月二八日
商館の扉の六つある鍵全部が盗まれ、そのうち一個は米の取引
の際に売られた。このことを耳にしたので、私は売った一味を白
状させようとして買った男を捕え、一晩中英国商館に留置して置
いたが、その男からは何も聞き出せなかった。そこで支那甲必丹
や他の二人の隣人の言に従い、売った一味を捜し出すという約束
に基づいて、彼を自由にした。そして鍵を持参した人間には丁銀
を与えるという張り札を掲げた。
我友は主膳殿の密柑の木は三本だけ引き取ることにした。木が
大き過ぎてそれ以上帆船で運ぶことが出来なかったからである。
三日二九日
正午ごろ薩摩侯が平戸を通過し、平戸から一里のところに碇を
（順）
おろした。私はオスタウィック君と共にそこへ侯を訪問し、酒二
樽、魚二束、象嵌入鳥銃二丁を贈り物に持参した。
侯の停泊地に着いて見ると、藩主の舎弟主殿様と叔父豊後様が
薩摩侯に献上品を差出そうとするところで、キャプテン・スペッ
クスと連れの商人三人もオランダ人側の代表として同様にしよう
としていた。だが主殿様は我を双方に対して、自分たちがまず薩
摩侯に目通りするから、済むまで待ってほしいと頬ゑ、次はお前
の番だと私に伝言をよこした。にもかかわらずオランダ人は、ザ
リチャード。コックス日記（武田・森）
ソザパーの義弟を介して我友を押しのけて先に乗船してしまっ
た。しかし彼が戻った時、私は彼に、他の人有にも聞こえるよう
にして、私の地位と階級が彼より上であるのを承知しているはず（Ⅲ）
だと言い、通訳に命じてこれを薩摩侯に伝瞳えさせ、さらに、英国
国王はオランダの統治者よりも強力な臣下を持ち、その国すなわ
ち政府は英国国王の指揮下にあり、オランダ領内の主要な砦ある
いは重要な地点には英国の兵隊が守備兵として入っているのだと
も述べた。結局、薩摩侯は私の言い分をわかってくれて、そのす
ぐあと重だった藩士を私の所によこし、昨年の分と合わせて今度
の贈り物の礼を言わせ、丁銀一○本、重さ四一一一○匁のものを贈っ
て
く
れ
た
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
も
彼
ら
が
我
女
と
同
席
し
た
あ
と
で
、
ほ
ぼ同量と思われる分を贈った模様である。
私はオランダ人が贈った品々を書留めるのを忘れた。
金泊をおした大型鏡
一個
（Ⅲ）
猩六緋羅紗
一間か二間
（川）
緋色カージー羅紗
一間か二間
共に見事な色合いのもの
これらの布が一反で二間の品だったか一間だったかははっきり言
えない。彼らはまた色々なシナの反物も贈ったが、それらは薩摩
侯の家臣への贈り物だと思う。彼らは薩摩領内での交易を藩主に
請願したらしいが、藩主の帰国まで保留されることになったよう
（Ⅲ）
だ。私もまた、以一別に拝領した薩摩全域における交易について
の大御所様の書状を藩主に渡したが、彼は私に回答を与えず、贈
り物を届けに来た家臣を通じて、大御所様の居城から帰った時に
一五七
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は英国商館に来て、満足の行く回答を与えようと伝えて来た。
支那甲必丹の知人が田平から密柑の木二本と桃の木一本を贈っ
てくれた。私はそれを受け取るのに小帆船と人数とを出した。門
（川）
番にペドロという男を月一○匁で雇った。
一一一月三○日
私は通訳ゴレサノを、昨日薩摩の重臣が贈り物を持って英国商
館をたづねた際に同行して来た侍のところへ行かせて、その骨折
りに対して礼を言わせ、また、自分としては何の贈り物も期待し
ていたわけではなかったが、その贈り物が薩摩侯ほどの高い地位
にいる貴族から贈られたものであったため、受け取らないわけに
は行かなかったのだと言わせた。彼は私に返事をよこし、薩摩侯
がそれを贈ったのは金銭的な価値からではなく、日本の習慣に従
って善意の印としてであり、もし薩摩で交易したいのならば喜ん
で迎えるし、かの童だった貴族も昨日の英国商館でのねんごろな
もてなしの礼に、出来るだけの道を開こうとしているから安心し
て
い
て
も
よ
い
と
言
っ
て
き
た
。
（川）
支那甲必丹アンドレア・ディティスに弟の華宇を通じて等安殿
の息子に贈るというので、五五○匁の大判をもう一枚貸した。
近所の人たちが明日は復活祭なので、正餐に来るといった。す
（皿）
なわち二つの町からの一○人と、乙名たちである。
三月一一一一日
復活祭。近所の人女二四人が正餐にやって来た。
隷所様が死去し、北方の大領主福島あるいはヅシでタイが
江一戸から都へ向う途中で将軍様の手の者に殺されたといううわさ
一五八
がもたらされた。しかしこれはすぐ偽報であることが判明する日
本人間のありふれたうわさ話だと思う。また薩摩侯の今度の船旅
は福島大夫の死に対する報復だといううわさも伝わっている。
注（１）○ｍ厨目」のＨ号、英船、前年九月四日平戸入港、今年二月
一一六日離日。
（２）ｏｏｂ目昌一］》閃＆ロゲオジァンダ－号の指令官。
（３）Ｑ・ぐの号、英船、ジョン・セーリスが座乗して、一六一一一一
年六月一一一日に平戸に来航、コックスも同乗して来た。
食事の不満等から船員の騒動もあったことが、セーリス
の「日本渡航記」Ｈけの『○百ｍの。｛○：国旨］○ず口
の日】、８］§目。（村川堅固訳十一組出版部昭一九
刊）（以下「セーリス」と略称）に見られる。
（４）○ｍ芹の【三○Ｆ］・ずロ英商館員。
（５）□日・］の》］・品の長崎在住の商人。
（６）三日百ｍ口コックスの日本人妻か。
（７）マレーの度量、目白ロ、、主に穀類（特に米）の量計に使
用。一一升四台に相当。しかし地方差があり、金の目方に
も用いて、約六斤に相当する。本日記では大桝一杯程度
の意味か。
（８）の目のＨ口径三、四センチの小型砲。
（９）］目、Ｈ①一（］）吾。【船の索具の切断を目的としたもの。
（、）日旨８口小口径カノン砲。
（ｕ）Ｒ８ヶ日索具の切断用砲弾。
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（、）原綴澤口巳回国｝一○○キログラム、または一○○斤か
一一二斤。
（皿）目８Ⅱ己２－注卯を参照。
（ｕ）□一三ｍシロ」Ｈ２季且。シナ人商人。前号注五参照。
（巧）の己のＣＨ》］ｍ８ｐの、初代オランダ商館長。前号注七九参照。
（妬）大船はロロ島写巳一ｍのロ号、前年八月九日に来航、船長は
□】月斤』のぐ己のの。ジャンクは大船より一日早く来航し
た］四８斤目号、船長勺岸のＨ］目闇・・ロか、同船が捕穫
し
て
来
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
目
シ
貝
・
己
・
号
か
不
明
。
（Ⅳ）勺自国目旨現タイ南西部、マライ半島東岸。当時女王国
が
あ
り
、
英
・
蘭
両
国
の
商
館
が
あ
っ
た
。
（旧）ザソザパーについては関係記事が多いが、同音異人で次
の三人か。
１
、
ア
ダ
ム
ズ
の
宿
主
で
商
人
「
セ
ー
リ
ス
」
一
三
九
頁
「
同
君
の
宿
主
セ
ソ
サ
プ
ロ
・
ド
ノ
の①ロ、回す門。」○口。。
「
同
」
一
四
二
頁
ア
ダ
ム
ズ
君
の
宿
主
ザ
ン
ゼ
パ
ル
国
口
目
９
ヶｍＨｏ
２
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
通
訳
「慶元」（「慶元イギリス書簡」異国叢書沼生成一訳
駿南社昭四刊）、二六、一六一四年五月一一一一日江戸
発
リ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ッ
カ
ム
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
通
訳
ザ
ン
ザ
プ
ロ
ー国のロ困耳。■即ちトーーイ日○口］に託して、平戸のリ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
に
送
り
し
書
簡
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
日
記
（
武
田
・
森
）
３
、
船
番
衆
、
別
名
ヤ
シ
モ
ン
殿
「慶元」一二、一六一四年二月五日付、「王はシニョ
ール・サンゼ．〈ルに新名即ちヤシモン安右衛門かを与
へたり。」
日記一六一四年七月二九日「今日ゼンゼベールの妻の
兄から・・・…〔この男が当地の絞首刑執行人すなわち死
刑
執
行
人
と
い
う
…
…
〕
。
（
ヤ
シ
モ
ン
の
義
兄
弟
に
つ
い
て
は
「
慶
元
」
三
五
に
「
ヤ
シ
モ
ン
殿
の
義
兄
弟
ヅ
ザ
ク
・
ス
キ
ドヱモンロ巨圃岸の匿已。］の日。□殿に託送せしものな
り」という記事もある）。
日
記
同
年
九
月
一
三
日
に
船
大
工
頭
の
ヤ
シ
モ
ン
と
あ
る
。
同
人
は
弥
右
衛
門
（
注
、
）
で
あ
る
か
ら
、
同
字
か
類
似
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
安
右
衛
門
と
す
る
。
（、）松浦三五郎信正。松浦法印鎮信の子。母は朝鮮人。日記
一六一七年四月一九日、藩主に平戸から追放された記事
あ
り
。
理
由
に
こ
の
唐
津
の
重
臣
の
娘
を
き
ら
い
、
他
の
女
を
追
っ
た
等
を
上
げ
て
い
る
。
（別）原綴巴◎８（口中国、シャムの重量単位。斤（坦）にあ
たる。一六○匁。】駁］す・・骨ｓ８耳厨Ⅱ】已目］。
ａ）松浦肥前守隆信、宗陽公（天正一九Ｉ寛永一四）。
（犯）原綴巴ｓ巨の一・白の一は貨幣単位。ｇ８＆円冒Ⅱ』日、⑫、
〕○日閉Ⅱ戸凹①｝Ⅱｍの三一］旨、の、停日闇Ⅱ］匁。
（皿）インドネシア領の群島名、香料の産地。
（型）ｚ８］⑫。Ｐ三】｝」旨日英商館員。
一五九
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（犯）鹿児島県川辺郡笠沙町片浦、当時外国船の入港が多かっ
た。関係文書（スペックスの和文礼状）が島津家文書（大
日本古文書同文書巻三一一七○頁）に収録されている。
（胡）諸大名が是冬江戸に参集した（「本光国師日記」等）の
に
際
し
、
こ
の
よ
う
な
風
聞
が
あ
っ
た
か
。
元
和
元
年
七
月
七
日
伏見城で武家諸法度を下し、第九条で「諸大名参観作法
之事」と規定もされたので、諸般の臆測をしたのか。「慶
元
」
九
八
五
二
九
頁
で
本
社
に
も
報
告
し
て
い
る
。
Ｏ
巳
の
ロ
昌
吋
。【の国許の句砦のＨｍｚｏ・】Ｓｍ以下○ｍ一・ｍ［・田・と略す。
（狐）向日○口》三筥旨日英商館員、江戸・大坂等で勤務。
（鍋）江戸の宿主は三雲屋。
法
政
史
学
第
二
十
二
号
（妬）す呉薗印度産キャラコの一種。
（妬）ず］日日宮呉印度産の木綿布の一種。
（〃）、の旨印度産の絹・麻・モスリン製のスカーフ・マント、
ま
た
は
絹
タ
ー
バ
ン
。
（肥）さ○国Ⅱ己ゲ・冒冊腰帯・腰布。ｏ冨日のＨはベンガル産の
木綿布（前号注別参照）。
（羽）日日冨旨Ｏ盲目Ｈ西印度カンペイ地方産の織物。
（釦）ずロＨｍ宮ヨギンガム（平織木綿布）の一種か（］＆口
岸ョ曰自口曰四回目の洲三の目Ｈロ」の旨岳のｍの『の貝の①ロ昏
○のロ日ｑ（□）》］・月月一・｛旨臼目日のＨ己の国】ｍ８ｑ》
ぐ。」目・骨＠ｍｍ）ｏ
（皿）南総右衛門、松浦侯の側用人か。前号注二四参照。
一六○
（妬）松田毅一「晒鏑綱南蛮史料の研究」（風間書房昭四二刊）
第
六
章
元
和
一
一
一
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
コ
ー
ロ
ス
徴
収
文
書
第
一一一十文書肥前国平戸に「平戸ノきりしたん」五名連署
中
に
．
瀬
と
め
い
」
と
あ
る
が
同
人
か
（
同
書
一
○
九
○
頁
）
。
（町）缶９日の．●ミニ冒日一一一浦安針、英人航海士、慶長五年リ
ー
フ
デ
号
で
来
日
、
徳
川
家
康
仁
仕
え
て
外
交
顧
問
を
勤
め
、
笑
・
蘭
両
商
館
に
関
係
あ
り
。
自
身
も
朱
印
船
貿
易
を
行
っ
た
。
一
六一一○年五月二六日平戸で病没。
（肥）三国巨目長崎在住の商人、御朱印船貿易家。
（的）対馬の灰吹銀か。対馬の下県郡須佐鉱山は天武天皇三年
に
発
見
さ
れ
た
日
本
最
古
の
銀
産
地
。
以
来
銀
産
地
と
し
て
著
名。
（仙）］・ロａのＰ］・ケロペソタムの英商館長、前号注一一一一一参
照。
（虹）国四口白日インドネシア、ジャワ島西部の都市、または国
名。
（⑫）Ｈ旨」・｛①苗宮スペイン語国で使用の銀貨、約四シリン
グ六ペンス。唱円旨］のⅡ。□の８Ⅱ函匁。
（蛆）ず。温の弓番衆。加藤栄一「平戸オランダ商館の商業帳簿
に
見
ら
れ
る
日
間
貿
易
の
一
断
面
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
第
一
一
一
号
昭
四
四
二
六
頁
に
よ
る
。
前
稿
は
奉
行
と
し
た
。
（“）国の①。房。（国０房。）・〕の康【の］ともに英商館の召使。
（妬）徳川家康死去は誤報。元和元年二月は江戸近辺の戸田
・
川
越
・
忍
等
を
放
鷹
等
を
し
な
が
ら
順
遊
、
一
二
月
四
日
駿
府
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に
帰
る
た
め
江
戸
を
出
発
、
同
一
六
日
駿
府
着
、
翌
年
一
月
二
一
日発病。四月一七日に死去。
（妬）旨貰亘□色目目・回のぐ目口》］ロ。．』のイタリア人とイス・〈
ニァ人。英国船で勤務したのを利敵行為と見なされ、マ
カオ船に逮捕され、コックスの運動により釈放された。
前号記事参照。
（⑪）す・周一粗製毛織物の一種。
（蛆）呂且①円冨■８］未詳。
（伯）「慶元」九八（五一一一一’一一一頁）に同記事あり。
（印）８個の印度人・アラブ人との貿易用語、一一○の意味。
（Ⅲ）］ｏ烏のすの一．ゴ下の小屋に対してロｂｂ①Ｈ］・」ｍの上の小屋
も見うける。一・局のは倉庫であり、ずの］・ョ・ロロロのＨは各
戈
の
位
置
の
差
を
示
す
も
の
か
。
（皿）＆＆のＨ、Ｃ冨呂Ｈ北印度産のマント・ショール用の四角
い布か、Ｏ冨貝のＨペルガル産の木綿の反物の一種かであ
・
る
が
、
後
者
と
思
わ
れ
る
。
（岡）長谷川権六藤正、長崎奉行。
（別）ご・、田の①ロゲ・日昌ご匙四号。一六一五年八月五日に長
崎着港の記事が日記におる。前一四年にも来航。カピタ
ン・モーロは］・山・の①Ｈ＆。』の○ロロゲ色。同人も一四・
一五年歴任。
（開）。旨』のＨ閉口一宮急］未詳。
（記）本多正信（称八郎）佐渡守（天女八年Ｉ元和二年六月七
日七九歳）相模国王繩城主（二万二千石）、関ヶ原役後
リチャード・コックス日記（武田・森）
は秀忠付き老中。
（研）「慶元」九八五三一頁に記事あり。
（閉）］＆ロ］四宮ロ日本人、元英商館通訳。
（印）駿河銀座鋳造の銀貨。駿河銀座は慶長一一年に設置さ
れ、同一七年江戸に移されるまで業務を行った。
（㈹）日記一六一五年一○月一九日に佐川主馬が唐津侯（寺沢
志摩守広高）から六○○匁相当の木綿布等の購入を託さ
れ
た
と
、
用
人
木
寺
三
右
衛
門
を
商
館
に
よ
こ
し
た
記
事
あ
り
。
同
年
一
一
月
一
一
日
に
も
九
五
○
匁
の
商
品
を
売
っ
た
記
事
あ
り
。
そ
れ
ら
の
精
算
か
。
Ｃ
○
月
の
受
取
状
は
「
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
古
文
書
」
村
上
直
次
郎
編
史
学
雑
誌
一
四
編
九
号
明
治
一
一
一
六
年
九
月
第
二
文
書
で
、
「
慶
元
」
四
一
一
頁
に
同
状
の
図
版もある）
（印）「慶元」九七五一一頁に関係記事あり。
（陀）中華人民共和国広東省広東湾口のポルトガル領。当時ア
ジ
ア
貿
易
の
拠
点
。
（田）ず＆の二Ⅱすの昌一①教会区の小役人、大学の属官、商業組
合
の
執
行
人
等
の
意
味
あ
り
、
本
文
の
よ
う
に
意
訳
。
（肌）のザの且口のＤｏｐＰｍｐ四のロロ・ロ・の串貝ゲのＨ、一一一月一○日
には、のロ四ｍ目Ｄｏｐｏご凹口』匡叩｛凹昏のＨの。］四日ｏｐＣｏｐｏ
とあり（注Ⅲ参照）、主膳は同一人か。
（
開
）
卑
旨
日
：
ス
マ
ト
ラ
島
西
岸
の
地
名
。
産
金
地
と
し
て
著
名
。
（飴）西洋紙か。西洋紙は南蛮紙・蛮楮と呼ばれ、貴紳間の贈
答
に
使
わ
れ
た
と
い
う
。
山
田
光
二
「
慶
長
期
の
京
都
印
刷
文
化
一一ハー
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法
政
史
学
第
二
十
二
号
と
南
蛮
紙
の
接
点
」
日
本
史
研
究
一
○
七
号
昭
四
四
参
照
。
（町）の急四ｍ円．］四８ヶオランダ商館員。
（船）日ロ８ニクズクの膜皮を乾して粉末にした香料。
（的）日記一六一七年八月六日に、同夜の月食で観測、緯度を
一一一二・五度と記録。現在の観測値は平戸島北端鍔崎で北
緯一一一一一一度一一四分、南端志六岐崎三一一一度一○分。東端南電
崎東経一二九度一一一四分。西端志を岐山望楼付近一二九度
二一分。（「セーリス」二一一一一一一頁「平戸の島は緯度一一一一一一
度
三
○
分
に
位
し
、
東
二
度
五
○
分
の
偏
差
」
あ
り
と
あ
る
。
）
（知）○ｍ目のＨＰ句Ｈ目巴、８商館の門番。
（、）弥右衛門、船大工頭で元和二年一二月藩主から、船大工
以
外
は
船
作
事
に
従
事
禁
止
の
判
物
を
得
て
い
る
（
「
御
家
伝
草
稿
宗
陽
公
」
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
、
小
葉
淳
「
松
浦
家
文
庫
の
海
外
交
通
史
料
」
史
林
一
三
一
号
六
九
○
頁
昭
二
五
）
。
（、）島津家久（天正四ｌ寛永一五）。徳川家康の病気見鋒の
ため元和二年二月一六日薩摩の京泊出港、一一一月一○日大
坂
着
、
以
下
陸
路
を
通
り
一
九
日
駿
府
着
。
日
記
三
月
二
九
日
（元和一一年二月一一一一日）に平戸付近来航の記事がある。
（門）○巳・の【・句・Ｚ・」Ｓｍ、「慶元」九八五一一一一’五四
八頁。
（河）の日岸戸日けＯＢ閉初代東印度会社総裁。
（巧）の日尉》］◎ずロ英東印度会社貿易船隊司令官、一六一一一一年
クロープ号で来日。
（
乃
）
前
年
一
二
月
七
日
川
内
発
の
シ
１
．
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
の
便
か
。
日
記
同
月
六
日
に
ガ
ー
ネ
イ
等
へ
の
手
紙
を
託
し
た
記
事
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
（両）の＆【・］岸・目ケｏＢｍ⑫四．ゴロａ・房芹向日］。【（勗巴ｌ】ｓの））
在位】ローｌ】Ｓｍ。
（耐）○巳・の芹・句・Ｚ。．】＆『、「慶元」九九五四九’五五
二頁。
（ね）国ＢＢＣロ【》』ロ・・パンタムの笑商館員。
（別）〆】目目のい》団①目目』・同前注。イス．ハニア人、クロープ
号
で
来
日
し
た
。
（別）□①ｐ８Ｐ缶昌日・〈ダニの英商館長。手紙○巳・の［・句・
Ｚ・・ご忠は一六一六年一一一月二六日受領。
（団）○巴・の【・田・Ｚ。・Ｓ＠ｍ一六一六年一一一月一一六日受領。「慶
元
」
一
○
○
五
五
三
’
五
五
七
頁
。
（田）「慶元」一○一五五八頁に、都大坂等諸地滞在中のウ
ィ
ッ
ヵ
ム
に
、
材
木
・
釘
の
入
手
を
指
示
し
、
「
其
の
欠
乏
の
為
め
に
、
大
工
等
は
仕
事
を
中
止
せ
る
故
な
り
」
と
あ
る
。
（別）松平上総介忠輝（家康の六男、福島城主）が元和元年九
月
、
そ
の
醗
惰
の
た
め
父
か
ら
勘
当
さ
れ
た
。
妻
が
伊
達
政
宗
の
女であるためこのうわさを生じたか。日記一六一五年一
○
月
二
六
日
に
も
コ
ッ
ク
ス
は
平
戸
か
ら
都
の
イ
ー
ト
ン
宛
に
こ
の
件
を
報
じ
て
い
る
。
ま
た
上
総
様
家
臣
が
主
人
の
買
物
に
そ
の
前日二五日来館している。
（閲）松浦豊後守信実、松浦法印鎮信の弟。久信の次男松浦信
清を養子とする（元和七年没）。
一一ハーー
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（
別
）
平
戸
助
大
夫
か
。
平
戸
の
商
人
で
慶
長
八
年
順
化
行
の
朱
印
状
を
下
布
さ
れ
て
い
る
。
（Ⅳ）Ｃ冨已①Ｈ宮＆ｑ未詳。
（肥）松浦半左衛門、源四郎信辰、主殿、久信三男（寛永一五
没四二歳）。
（閉）の亘昌のＨ・国匡研未詳。
（卯）大坂の宿主か。平野屋一郎別名九右衛門、またはあまの
や九郎右衛門。
（皿）虚報。注茄参照。
（皿）「慶元」九六五○八頁参照。○巳・の〔・句・Ｚ。．ご畠
平戸のウィッカム宛、大坂発二月一一○日（元和一一年正月
一五日）。
（肥）ロロ島①ロ呂竜泉寺、「天祥院様御代分限帳」（長崎県史
史
料
篇
巻
二
二
九
六
頁
昭
一
一
一
九
刊
）
に
済
家
宗
で
一
○
石
の
寺
領
と
あ
る
。
（肌）○．口困］ぐ①⑪日記一六一八年四月四日等に見られる朱印
船
貿
易
家
の
シ
｝
§
８
か
。
（肥）シロ四口豊ロロ印②窪・】】』四ｌ全Ｐ、．□、古代キリスト教の教
父
、
ヒ
ッ
ポ
の
司
祭
、
聖
寵
博
士
と
呼
ば
れ
た
。
「
神
の
国
」
Ｃ
の
臼
乱
白
扇
□
巴
は
そ
の
代
表
著
作
の
一
つ
。
コ
ッ
ク
ス
の
所
持した版は。【号の○三の◎命⑦。」》暑】昏昏の］①胃目の」
８日日の目、。｛］◎・閉。」・ござ冊・同ロ、］】畳①」ず］］・因・
］①】◎か。目彦・日己の。Ｐ団・言・の困昌旨胃本の序の脚
注
、
武
藤
長
蔵
「
日
英
交
通
史
之
研
究
」
六
三
五
頁
内
外
出
版
リチャード・コックス日記（武田・森）
印
刷
昭
一
七
増
補
版
に
よ
る
。
（肥）目汀の冨呂巨日の国目の。Ｈ日日底呂関芭・円】の・ず］宛四一目
○回目．】ｓ◎か。武藤前掲書六一一一五頁による。
（Ｗ）書・著者名不明だが、武藤の前掲書六一一一六’八頁の関係
考証を参照されたい。
（
肥
）
お
万
○
日
目
「
慶
元
」
九
六
五
○
七
頁
参
照
。
（
卵
）
「
慶
元
」
一
○
一
五
六
二
頁
に
も
関
係
記
事
あ
り
。
（Ⅲ）言胃言》Ｚ】○ず。］厨松浦家の通訳か。日記一六一五年八
月
五
日
「
ク
カ
モ
ソ
殿
が
そ
の
下
僕
の
頭
を
使
に
よ
こ
し
た
。
ス
キ
ダ
イ
ニ
ソ
殿
と
そ
の
通
訳
の
一
一
コ
ラ
ス
・
マ
ル
テ
イ
ン
が
一
諸
であった。」
（Ⅲ）村上本原文シ］い◎ざのの①日Ｒ田の貝の８月・ｐｏＢｏｐ
の口日日の》ｚ○ずのｍの〕。〕のロロ○口。》のロ四目ＤｏｐＰ目些
宜の｛四号の円の。怠日◎巨己・ｐＰｏｏｐｏｍ８Ｃ目Ｐご口早
、のｐｍのＤｏｐＰ司岸可晏の芹ョ◎の①ロゲ。□ぬのョｍ・尉巳］】○
℃のＨｍｏｐのしかしこれで九人であるし、南総右衛門が主
膳の父親とは考えられないので、目」画印【口岳のＨ・の。〕９
日
○
ロ
ロ
ｇ
ｏ
と
す
れ
ば
人
数
も
合
致
す
る
。
主
膳
に
つ
い
て
は
注“を参照。
（Ⅲ）「」はイートン宛の手紙の部分。原本注による。
（Ⅲ）原綴目【国・間。蘭語の尺度を示す日四日と、畳の目鼻
が
混
同
し
た
か
。
日
本
の
日
日
Ⅱ
畳
が
長
さ
一
間
、
巾
半
間
で
あ
る
の
で
、
間
を
箇
箇
と
し
た
と
考
え
る
（
「
セ
ー
リ
ス
」
一
二五頁の注による）。「セーリス」一二五頁に「一間は
一一ハーーー
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二ヤード四分の一」、または一一五二頁「一一ヤード少し上」
等
と
あ
り
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
「
日
葡
辞
書
」
で
は
六
尺
三
寸
と
す
る。
（Ⅲ）（】ＢＢｏｐｍロドリゲス「日葡辞書」に、Ｐ〕日◎口。Ⅱ日日ロのｍ
ｇ８ｍｍ（家屋の梁）とある。
（Ⅲ）：已目餌の長丸太の意味の「長木」とも解釈できる。
（Ⅲ）］ｏ８ｏｏ己①□・目索引に横田角左衛門とあり、それ
に従う。土井大炊頭の用人とは同名異人の平戸藩士か。
（Ⅲ）福岡藩、黒田長政（永禄二ｌ元和九）が藩主。
（Ⅲ）松浦源太郎信清、久信の二男、末弟は誤まり、叔父信実
の
養
子
。
「
ロ
ン
ド
ン
」
一
二
は
元
和
七
年
末
に
コ
ッ
ク
ス
が
江
戸
参
府
し
て
、
各
所
に
進
物
を
し
た
控
（
日
記
一
六
一
一
一
年
一
二
月
三
○
日
以
下
参
照
）
で
、
源
太
郎
へ
の
進
物
を
筆
頭
に
記
録
し
ている。
（
川
）
平
戸
島
最
南
端
に
あ
る
志
念
伎
神
社
の
天
軍
社
を
指
す
か
。
現
在
も
修
験
場
の
一
つ
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
毎
年
四
月
一
○
日
頃
に
例
祭が催される。
（
川
）
菊
岡
沽
凉
「
本
朝
世
事
談
綺
」
に
は
「
寛
永
の
こ
ろ
蛮
国
よ
り
渡
る
。
此
実
、
林
檎
の
ご
と
し
、
南
蛮
人
、
沙
糖
を
以
て
こ
れ
を
煮
、
加
世
伊
太
と
よ
ぶ
。
よ
く
疾
嗽
を
袷
す
」
と
あ
る
。
（Ⅲ）○②ｑｏＯぽ・」の］ロぐ①個壹旧呂］・マカオ大船の船長。
（Ⅶ）目鼻菓子の種類。
（Ⅲ）一一一月一一一一日（新暦二三日）船名等注馴を参照。
（Ⅲ）長崎県北松浦郡田平町、平戸藩領、平戸海峡の東側で、
法
政
史
学
第
二
十
二
号
現
在
も
平
戸
島
へ
の
門
口
と
な
っ
て
い
る
。
（柵）「慶元」一○一五六○’五六二頁に関係記事あり。
○四一・匹・句・ｚｏ・巨○①。
（
Ⅲ
）
英
国
は
オ
ラ
ン
ダ
の
要
請
で
、
一
五
八
五
年
か
ら
レ
ス
タ
ー
伯
円の】８ｍ忌門・閃・ロ・・向日一・｛を司令官とする救援軍をオ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
、
そ
の
代
り
に
各
地
の
砦
の
占
有
と
行
政
院
に
援
軍
指
揮
官
と
代
表
二
人
を
参
加
さ
せ
る
等
を
認
め
さ
せ
て
い
た
。
（Ⅲ）の国日日の庁・］・晋、の国目日日Ⅱの国日日の｝スタンメル織Ⅱ
赤
色
の
荒
い
羅
紗
か
、
ヱ
ー
リ
ス
」
の
記
事
に
従
う
。
（Ⅲ）⑩国日日２斤の円の】の、⑪国日日の【は赤色の意か（「セリー
ス」注）、庶円⑫］は薄地平滑な綾織羅紗で英国サフォー
ク
州
カ
ー
ジ
ー
で
織
ら
れ
る
。
（Ⅲ）「慶元」七五三九九頁にウィヅカムが駿府から受領を
報じた。また日記では、一六一五年一一月六日に平戸で
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
か
ら
の
書
翰
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
記
事
あ
り
。
（Ⅲ）「慶元」一○一五六一一一’四頁、「我等はペドロ甸巳８
○”繊唾⑪肌感計纒Ⅷ几にと称する若者を一日十匁にて門衛
に
傭
入
れ
た
り
。
彼
は
葡
語
を
話
し
、
ゴ
レ
サ
ノ
よ
り
も
日
本
文
を能く書く」。
（Ⅲ）村山等安、長崎代官。息子は長男の徳庵をはじめ長安、
神
父
の
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
等
が
い
る
、
等
安
等
一
族
は
元
和
五
年
処
刑される。
（Ⅵ）町乙名か。「天祥公御代御法度」「町方仕置帳（寛政七と
（「長崎県史・史料編」巻一一昭三九刊）に役職、役料
一六四
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人申付、町年寄同様一一壱人宛口
可ン申」（町方仕置帳）ように
付一事、他国往来手形出シ可延
数相改、地銭・町屋売買裁判一
寄江不し申程之儀町内一一而扱可睦
公御代御法度）を役務とした。
（
棚
）
虚
報
。
「
慶
元
」
一
○
’
五
六
【
在
中
の
ウ
ィ
ッ
カ
ム
宛
に
、
コ
ッ
ク
ス
か
ら
知
ら
せ
て
い
る
。
の
規
定
が
見
ら
れ
る
。
町
年
寄
の
下
位
で
「
町
乙
名
当
役
之
者
六
リ
チ
ヤ
ド
コックス日記（武田・森）
山
シ
可
し
申
亭
、
宗
門
政
之
刻
町
内
之
人
｛買裁判可し仕、町中軽キ出入町年
而扱可し申儀は裁判可》仕等（天祥
五
六
四
頁
に
こ
の
報
を
大
坂
付
近
瀞
月
番
を
定
、
惣
町
之
用
向
承
せ
勤務し、町中諸法度可一一申
六五
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